
　

若
い
こ
ろ
、
ふ
と
思
っ
た
、
美
し
い
文

字
を
書
き
た
い
と
。
そ
の
と
き
ち
ょ
う
ど

職
場
に
書
道
を
や
っ
て
い
る
先
輩
が
い
て
、

指
導
を
受
け
な
が
ら
書
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
思
う
よ
う
に
書
け
な
い
の
は

当
た
り
前
で
、
先
輩
か
ら
日
々
の
努
力
が

大
事
だ
よ
と
言
わ
れ
、
も
う
が
む
し
ゃ
ら

に
毎
日
の
よ
う
に
筆
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
時
が
過
ぎ
、
一
旦
休
ん

で
は
い
た
の
で
す
が
、
十
数
年
前
に
昔
の

書
道
仲
間
か
ら
誘
わ
れ
、
ボ
ケ
防
止
に
も

い
い
か
と
思
い
ま
た
始
め
ま
し
た
。

　

作
品
を
作
る
た
め
机
に
向
か
い
、
白
い

大
き
な
紙
に
黒
い
墨
を
入
れ
る
瞬
間
が
何

と
も
言
え
ず
好
き
で
頑
張
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
中
々
満
足
の
い
く
作
品
が
で
き
ず
、

今
も
挑
戦
の
日
々
で
す
。

　

そ
し
て
、
縁
あ
っ
て
七
年
前
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

主
に
賞
状
の
筆
耕
で
す
が
、
き
ち
っ
と
し

た
楷
書
体
は
難
し
く
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お
陰
で
少
し
ず
つ
上
手
に
な
っ
て
い
る
の

か
な
あ
と
、
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
も
青
春
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
文
字
を
求
め
て

松
原
南
　
梅
津
　
　
修

神社改修棟札神社改修棟札 日々努力日々努力長寿お祝いの賀詞長寿お祝いの賀詞

一日も休まず頑張った生徒の皆勤賞一日も休まず頑張った生徒の皆勤賞
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新
年
度
を
迎
え
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
足
掛
け
五
年
の
辛
い

時
期
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
の
決
算
時
期
と
な
り
、
現

在
精
査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
良

好
な
成
績
で
終
わ
り
た
い
と
、
鋭
意
努
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
に
つ
い
て
広
い
意
味
で
の
私
の

「
事
業
運
営
に
つ
い
て
」
ご
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
事
業
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

　

今
現
在
、
私
の
構
想
と
し
て
い
る
事
業

運
営
は
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

①
従
来
事
業
で
あ
っ
た
請
負

　

本
年
度
の
結
果
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
四
年
度
は
三
億
一
千
万
円
の
契
約
高

で
し
た
。

②
従
来
事
業
と
な
る
派
遣

　

四
年
度
は
一
億
九
千
万
円
の
契
約
高
が

あ
り
ま
し
た
。
近
年
急
速
に
伸
ば
し
て
い

る
介
護
補
助
業
務
が
入
り
ま
す
。

③
松
事
業

　

松
を
植
え
出
荷
す
る
事
業
。
藤
島
圃
場
、

事
業
運
営
か
ら
人
材
を
育
て
る

　
理
事
長土井

　
一
郎

黒
森
圃
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
誘
致
企

業
が
経
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ノ
ー
リ
ス

ク
で
す
。

④
日
中
一
時
支
援
事
業

　

昨
年
一
月
か
ら
開
始
。
当
初
の
「
障
が

い
児
」
か
ら
「
障
が
い
者
」
ま
で
に
、
利

用
人
数
も
一
日
十
人
か
ら
十
五
人
へ
拡
大

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
利
用
者
か
ら
の
要

望
に
応
え
た
た
め
の
拡
充
で
す
。

（
③
の
契
約
高
は
働
き
方
形
態
で
①
②
へ

包
含
、
④
は
自
主
事
業
と
な
る
た
め
、
契

約
高
に
は
反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。）

　

①
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
か

ら
の
従
来
的
な
働
き
方
で
、
②
は
十
年
を

超
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
つ
い

て
は
深
掘
り
、
磨
き
直
し
が
必
要
で
す
。

　

③
④
に
つ
い
て
、
な
ぜ
事
業
を
行
う
か

に
つ
い
て
は
以
前
も
説
明
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
の
閉
塞
感
の
あ
る
社
会
を
考
え

る
に
、
こ
れ
か
ら
は
柔
軟
か
つ
大
胆
な
行

動
力
を
身
に
付
け
た
職
員
が
必
要
だ
か
ら

で
す
。
職
員
の
マ
ン
ネ
リ
を
防
ぐ
た
め
に
、

毎
年
度
一
事
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
二
事
業

の
調
査
研
究
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と

を
通
じ
、
現
在
の
組

織
を
支
え
な
が
ら
、

次
の
時
代
に
も
通
用

す
る
人
材
の
育
成
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY
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■令和５年度　第３回理事会（令和6年1月25日開催）
協議事項
第9号議案　職員給与規程の一部改正について
（令和5年12月分の期末・勤勉手当支給月数の変更等）
　原案どおり可決承認されました
第10号議案　職員給与規程の一部改正について
（令和6年4月以降分の期末・勤勉手当支給月数の変更等）
　原案どおり可決承認されました
監事報告
令和5年度　中間監査報告について

報告事項
・令和6年度の採用職員について
・新入会員について
　　新入会員28名の報告がされました
・令和5年4月～12月の事業実績と事業進捗状況について
　令和5年4月～令和5年12月の事業実績と事業進捗状
況が報告されました
・日中一時支援事業について
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

理 事 会 報 告

　

令
和
五
年
十
二
月

十
三
日
㈬
～
十
四
日

㈭
に
青
森
県
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
「
青

森
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
職

員
研
修
会
」
に
土
井
理
事
長
と
髙
橋
の
二

名
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
講
演
を
担
当

し
て
き
ま
し
た
。

　

青
森
県

内
の
各
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て
も

当
セ
ン
タ

ー
と
同
様

に
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
顕
著
と
な

り
、
労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
人
手

不
足
分
野
に
お
け
る
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
就
業

を
促
進
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
毎
年
度
、
入
会
者
の
減
少
と
退
会
者

の
増
加
が
続
き
、
会
員
数
の
下
げ
止
ま
り

の
兆
し
が
見
い
だ
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て

公
益
社
団
法
人
青
森
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
職
員
研
修
会
に
つ
い
て

　
事
務
局
長

髙
橋
　
　
純

い
る
と
い
う
こ
と
で
「
会
員
の
拡
大
」
及

び
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
青
森
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合

会
で
は
、

国
が
推
進

し
て
い
る

介
護
の
周

辺
業
務
の

職
域
開
拓

を
積
極
的

に
進
め
て

お
り
、
令

和
四
年
九

月
に
は
青
森
シ
連
の
畠
主
事
（
当
時
）
が

当
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
さ
れ
「
介
護
補
助
ス

タ
ッ
フ
研
修
会
」
の
視
察
研
修
、
当
セ
ン

タ
ー
職
員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ご
縁
が
今
回
の
職
員
研
修
会
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

職
員
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
き
ら
っ
と

光
る
、
東
北
一
の
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

て
！
」
～
介
護
補
助
業
務
な
ど
の
取
組
に

つ
い
て
～
と
題
し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

第
一
部
は
髙
橋
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の

会
員
数
や
契
約
金
額
な
ど
の
概
況
に
つ
い

て
や
、
介
護
補
助
業
務
を
始
め
た
き
っ
か

け
、
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
の
進
め

方
な
ど
を
説
明
し
、
第
二
部
は
土
井
理
事

長
が
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
な
ど
を
中

心
に
、
職
員
に
お
け
る
ワ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

ツ
ー
リ
サ
ー
チ
の
説
明
や
職
員
と
し
て
の

心
構
え
な
ど
を
お
話
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

田
中
生
花
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
の
内
容
、
日

中
一
時
支
援
事
業
「
き
ら
っ
と
」
を
開
所

す
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
青
森

県
内
各
セ
ン
タ

ー
か
ら
三
十
七

名
の
職
員
が
集

い
、
熱
心
に
研

修
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
講
演

終
了
後
の
質
疑

応
答
の
時
間
で
は
、
介
護
補
助
事
業
に
お

け
る
手
配
の
進
め
方
や
ク
レ
ー
ム
処
理
の

方
法
、
ま
た
、
田
中
生
花
に
関
す
る
松
の

栽
培
方
法
の
不
明
点
な
ど
多
く
の
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
生
の
感
想
と
し
て
、
特
に

「
ワ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
ツ
ー
リ
サ
ー
チ
」
で

人
材
を
作
る
と
い
う
視
点
は
、
前
例
踏
襲

で
は
無
く
、
新
た
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大

切
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
声
や
、

今
度
当
セ
ン
タ
ー
に
実
際
に
研
修
に
行
っ

て
み
た
い
な
ど
と
い
う
嬉
し
い
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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会員互助会新年祝賀会会員互助会新年祝賀会
 ごあいさつ

互助会会長　上林　　憲
　皆様お久しぶりです。
一時期あった積雪もなく有難く思っていた年明けでしたが、能登
半島地震や羽田での航空機事故などがあり、大変心が痛む年始め
になりました。
　酒田でも津波避難で日和山や松陵地区、八幡方面に渋滞が及ん
だとの事でした。一日も早い復興を祈ると共に、今後は何事もな
く穏やかな年になる事を願っております。
　さて、去る２月10日開催の新年会は、互助会の大きな行事の一
つです。コロナ禍により昨年まで３年もの間、互助会活動は休止
する事になり、久々の新年会となりましたが、多数ご参加頂き、
誠に有難うございました。
　いろいろな企画があり、楽しんでいただけたでしょうか。ご参
加の皆さんが、気力・活力を十分充電いただけたら幸いに存じます。
　この度の新年会は、長期の休止期間を経ての開催でしたが、土
井理事長はじめセンター事務局皆様には、ご参加に加え多方面で
の準備、そして、当日の運営等にご尽力賜りましたこと、心より
感謝いたします。
　互助会事業は、再びの始動です。今後の活動について、皆さん
のご意見をお寄せください。

写真は、去る２月10日に勤労者福祉センター
で開催の互助会新年祝賀会の風景です。

お断りとお詫び
　４年ぶりの開催となりましたこの度の新年
祝賀会は、互助会活動休止の状態にありまし
たので、互助会活動参加意思表示のあった会
員（活動休止直前のH31.1.12とR2.1.11新年祝
賀会出席者、Ｒ２年度、３年度互助会費納入
者）とＲ４年度、５年度シルバー新規入会者
の皆様及び現在のシルバー役員皆様342名へ、
ハガキでご案内を差し上げ周知を図りました。
　また、互助会未入会者などハガキの行き届
かない会員もいることも考慮し、センター正
面入口に新年祝賀会開催のご案内貼り紙も行
ったところです。
　それでも活動を休止して４年が経過したた
めの記憶等の欠落により、２年度互助会費納
入者への案内漏れが複数人いたことがあとで
判明しました。心よりお詫び申し上げます

主催者挨拶（互助会上林憲会長）

祝辞（シルバー土井一郎理事長）

ビンゴ！

福くじ特賞争奪じゃんけん

乾杯！

辰年生まれの4人衆

福くじ豪華景品ゲット！

第108号　　令和６年３月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑷



互助会入会と互助会費納入のお願い
　４年ぶりの新年祝賀会は大変盛り上がり、
大盛況で終えることができました。ご出席い
ただき、かつ盛り上げていただいた皆様には
心より感謝申し上げます。
　さて、この度の新年祝賀会は、出席皆様の
新年祝賀会会費（@3,500＊37名＝129,500円）
と、コロナ禍前からの互助会繰越金（126,353
円）によって賄われました。比率はほぼ半々
です。
　新年度も、シルバーフェアや新年祝賀会等
を開催したいと思っております。これを実現
するためには、その時々の会費に加え、従来
通りの各自の年会費（1,000円）も必要と考
えております。
　つきましては、本主旨をご理解いただき、
ぜひ年会費納入（会員）にご協力いただけれ
ば幸いに存じます。
※会費納入については、従来地域班長さん経由でお
願いしておりましたが、今後は直接センターにご
持参くださるようお願いいたします。

宴もたけなわ

のど自慢① カラオケに合わせ踊る津軽三味線と民謡の共演

のど自慢③ のど自慢④

合唱！青春時代(^^♪①

合唱！青春時代(^^♪②

熱唱！青春時代(^^♪

お開き
（互助会千葉副会長）

のど自慢②
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必殺シリーズ
　皆さんご存知「必殺仕事人」は今でも時々BSで再放送さ
れている。時代劇大好き人間の俺は夕方になるとテレビのリ
モコンを持って誰にも邪魔されず、テレビを独り占め。
　1972年から20年間にわたって放送された『必殺シリーズ』
は藤田まこと演じる中村主水（もんど）と他の仕事人をいつ
もカッコイイなぁ～と見ている。特におもしろいのは婿養子
の主水が妻のりつと姑のせんからいびられるところ。大人気
痛快娯楽時代劇シリーズ！
　俺が子どもの頃、藤田まことの「てなもんや三度笠」を楽
しみに見ていたことを思いだす。
	 ―シルバーの真面目な仕事人―

潮来の伊太郎　ちょっと見なれば～(^^♪
　ニュースや情報番組は、必ず見る様にしていますけど、歌
番組も結構見ています。昔は各局色々な歌の番組がありまし
たけど、最近は昔みたいには多くはないようです。
　私が好きな歌は、フォークやポップスではなく、昭和歌謡
演歌です。父親が好きだったこともあり、私も子供の頃から
聴いていました。
　三橋美智也とか、春日八郎ですかね。その後出て来た御三
家と呼ばれた橋幸夫、舟木一夫、西郷輝彦にハマってまして、
当時レコードを何枚も買っていました。
　最近は歌番組が昔みたいに多くないのですが、BS放送で
は結構あります。昭和歌謡番組を見て一人で楽しんでいます。
　最近、八代亜紀さんが亡くなり残念です。
	 ―お酒はぬるめの燗がいい男―

TV番組チャンネル争い
　私は水戸黄門の時代劇が大好きです。ところが家内は韓国
ドラマが好きな為、そこでチャンネル争いが始まります。「何
時でも同じようなアラスジなのに、よく飽きないで見るもん
だ」と、私も負けないで「意地の悪いドラマをよく見るもん
だ、性格が悪くなるから見るな」とバトルが始まります。
　これではいけないと考え、見る時間帯を決める事にしま
した。私は午後1時から３時迄昼寝・午後８時には寝るので、
その時間帯で家内が見る事に決まり、ようやくバトルが解消
しました。	 ―うっかり八兵エ―

どっぷりテレビ!!
　嗚呼、テレビの時代に生きられて良かった～！
　テレビの無い老後は成り立たな～い！
　テレビっ子ならぬテレビババアの好きな番組は、何と言っ
ても一にドラマ、二にドラマ、三もドラマ。朝ドラから始まり、
日中は韓ドラ・中国ドラマ。夜は連ドラ、大河ドラマ、日曜
劇場。プログラムが重なると勿論録画。
　亭主からは「そんな作り事のドラマの何処が面白いの？」
と馬鹿にされても決してメゲませんよ～だ！ところが、とこ
ろがなのです。テレビはスポーツ番組、動物や自然の番組、
ドキュメンタリー等しか見ないと豪語していた亭主が、15年
程前に習っていた韓国語を、最近NHK講座で始めた途端に、
勉強と称して韓ドラにはまってしまったのです。最近の再放
映で初めて「冬ソナ」を見始めたら、ああだこうだとストリー
の展開をうるさく話す亭主に、結末を喋りたくて喋りたくて
～	 ―ウズウズしているテレビババア―

　日頃、胸中に秘めていたバカ話、無駄話をするコーナー。
第7回目は「私の好きなTV番組」と題してお届けします。
多くの応募の中から厳選した結果次の4作をご披露いたし
ます。どうぞ、お愉しみください。
　なお、第８回目は「もし、宝くじで１億円が当たったら」

と題して募集いたします。高額当選したらやりたいことをいっぱい語ってください。特に締め切りを設けません。封筒の表に「会
報原稿」と記入して、事務所または支所ポストに投入して下さい。匿名大歓迎。応募お待ちしております。

令 和 5 年 度 事 故 報 告　（令和６年１月17日現在）
傷害事故
発生日時 発生状況 原因と対策

11月11日
81歳男性

カイヅカイブキの剪定のため、５尺の
脚立に上がる時にバランスを崩し落下。
背骨・骨盤などを骨折し救急搬送され
た。

・ヘルメット、墜落制止用器具（安全帯）の使用を徹底する。
・原則複数人で作業する。
・今まで請けていた現場であっても、墜落制止用器具（安全帯）
の装着が難しい場合や３ｍを超える高木は受注をお断りする。

・脚立、三脚は安定した場所に設置し、開き止め金具は確実にロ
ックする。

・天板に乗ったり天板をまたがない。
・無理な姿勢で作業しない。

日常茶　日常茶　  事事番

事
務
局
通
信

事
務
局
通
信

■
会
員
の
皆
様
へ

●
年
会
費
納
入
の

　
　
　
お
し
ら
せ

　

令
和
六
年
度
も
引
き
続

き
会
員
を
継
続
さ
れ
る
方

は
、
四
月
中
に
各
地
域
班

長
が
集
金
に
伺
い
ま
す
の

で
、
会
費
三
千
円
を
納
入

下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
退

会
さ
れ
る
方
は
、
班
長
が

伺
っ
た
時
に
「
退
会
届
」

に
記
入
し
て
提
出
し
て
下

さ
い
。

　

ま
た
、
領
収
証
は
各
地

域
班
長
が
発
行
し
ま
す
の

で
、
直
接
事
務
局
へ
の
納

入
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

地域班長の皆様、
日々の御協力に

心より感謝申し上げます。
６年度もよろしく
お願い致します。

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL
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ク
リ
ス
マ
ス
、
一
番
忙

し
く
て
幸
せ
な
の
は
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
貰
う
の
は
嬉
し
い
け
れ

ど
、
あ
げ
る
方
は
も
っ
と
嬉
し
い
。

　

パ
パ
と
マ
マ
サ
ン
タ
、
ジ
ジ
と
バ
バ
サ

ン
タ
、
い
や
い
や
恋
人
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
。

　

お
年
玉
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
誕
生
日
も
、

そ
し
て
お
裾
分
け
も
。
貰
う
の
は
嬉
し
い

け
れ
ど
、
あ
げ
る
方
は
も
っ
と
も
っ
と
嬉

し
い
。
あ
げ
る
対
象
の
い
る
こ
と
が
嬉
し

い
。

　

今
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
全
国
の
全
て
の
小
学
校
に
グ
ロ

ー
ブ
。
贈
呈
式
で
の
嬉
し
そ
う
な
子
ど
も

達
の
顔
。
自
分
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
よ
う

な
高
揚
感
。「
野
球
し
よ
う
ぜ
！
」
が
ま

た
い
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ガ
ザ
で
の
悲
惨

な
戦
争
が
長
引
く
中
、
痛
快
で
心
が
温
か

く
な
る
素
敵
な
話
だ
っ
た
。
大
谷
く
ん
の

心
意
気
に
あ
っ
ぱ
れ
。

　

さ
て
さ
て
ジ
ジ
サ
ン
タ
は
孫
達
へ
の
さ

さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
た
め
、「
働
こ

う
ぜ
！
」

　

現
役
か
ら
退
い
て
九
年
は
、
孫
の
世
話

と
家
族
の
介
護
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
間
の
余
裕
が
で
き
て
か
ら
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

父
親
も
約
三
十
五
年
前
に
入
会
し
て
い
た

の
で
親
子
二
代
で
の
入
会
で
す
。
弱
電
関

係
や
病
院
の
駐
車
場
整
理
に
奮
闘
し
て
い

た
姿
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

最
初
は
弁
当
作
り
。
調
理
未
経
験
で
ド

キ
ド
キ
し
、
弁
当
作
り
は
時
間
と
の
闘
い
。

友
人
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
週
三
日

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

慣
れ
て
く
る
と
段
取
り
や
身
体
の
動
か

し
方
も
自
然
に
身
に
つ
き
、
偏
に
先
輩
会

員
と
友
人
達
か
ら
受
け
た
丁
寧
な
指
導
の

賜
物
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
こ
で
の
出
会
い
が
新
た
な
仕
事
へ
と
つ

な
が
り
、
休
憩
時
間
に
は
笑
い
の
絶
え
な

い
会
話
が
広
が
り
、
常
に
新
鮮
な
刺
激
が

あ
り
ま
し
た
。

　

人
生
百
年
時
代
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
、

他
者
と
の
「
会
」
や
「
話
」
を
大
切
に
し
、

嫌
な
こ
と
は
忘
れ
、
陰
気
な
顔
で
は
な
く
、

笑
顔
の
年
輪
を
広
げ
、
新
春
の
風
に
乗
っ

て
前
向
き
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

今
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
　
橋小

松
原
　
茂

若
竹
町伊

藤
　
宏
子

働
こ
う
ぜ
！

顔
の
年
輪
、

新
春
の
風

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
に
よ
り

色
々
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

当
セ
ン
タ
ー
の
新
規
事
業
と
し
て
、
昨

年
十
二
月
十
日
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

日
中
一
時
支
援
事
業
「
き
ら
っ
と
」

利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
へ
声
か
け
を
し

て
、
会
員
数
名
の
ご
協
力
に
よ
り
セ
ン

タ
ー
内
で
行
い
ま
し
た
。

　

わ
か
め
ご
飯
、
具
だ
く
さ
ん
の
豚
汁

で
お
も
て
な
し
。
私
達
も
一
緒
に
お
し

ゃ
べ
り
し
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。

　

食
後
は
、
輪
投
げ
、
紙
芝
居
、
歌
声

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
楽
し

み
ま
し
た
。

　

輪
投
げ
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

子
ど
も
達
と
一
緒
の
ゲ
ー
ム
。
応
援
で

大
変
盛
り
上
が
り
、
紙
芝
居
に
は
興
味

深
く
耳
を
傾
け
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
時
は
、

皆
さ
ん
声
を
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
際
は
、
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
し

た
さ
つ
ま
芋
を
ふ
か
し
て
お
土
産
に
。

参
加
さ
れ
た
方
達
か
ら
は
お
い
し
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
内
の
調
理
場
を

利
用
し
て
不
便
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

栄
養
価
の
高
い
家
庭
料
理
を
食
べ
て
頂

き
喜
ば
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

新
規
事
業
の
試
み
の
子
ど
も
食
堂
で

す
が
、
子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
一

人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
大
先
輩
の
皆

様
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
互
い

が
触
れ
合
う
場
で
あ
っ
て
も
良
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
た
め
の
活
動
を
し
て
、

逆
に
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら

い
、
さ
ら
に
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
場

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
後
の
事
業
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
食
堂
を

　

開
催
し
ま
し
た

女
性
委
員
会
　
佐
藤
　
公
子

PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP
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今
年
も
新
年
を
清
々
し
く
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
た
元
日
の
夕
方
、

と
ん
で
も
な
い
事
が
起
き
ま
し
た
。
能
登

半
島
地
震
。

　

も
の
す
ご
い
揺
れ
に
、
津
波
警
報
、
避

難
指
示
。
幸
い
酒
田
は
被
害
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
割
れ
、
土
砂
崩
れ
、
液

状
化
、
津
波
、
隆
起
、
家
屋
倒
壊
、
火
災
、

停
電
、
断
水
な
ど
、
甚
大
な
被
害
に
あ
わ

れ
た
石
川
、
富
山
、
新
潟
の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば

　

会
報
第
一
〇
七
号
（
令
和
五
年
十
一
月

十
五
日
発
行
）
に
採
捕
と
人
工
授
精
の
記

事
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
西
荒
瀬
小
学
校
で
は
、

受
精
卵
八
千
粒
を
持
ち
帰
り
、
四

か
月
間
の
長
期
に
わ
た
り
飼
育
活

動
を
続
け
て
来
ま
し
た
。
ま
も
な

く
放
流
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
と
稚
魚
の
成
長
の

様
子
を
伺
う
た
め
二
月
十
五
日
学

校
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
教
頭
先
生
と
児
童
が
玄

関
に
出
迎
え
て
下
さ
り
、
サ
ケ
研

究
室
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た
サ
ケ
用
水

槽
も
四
か
所
あ
り
、
私
た
ち
が
想

像
し
て
い
た
以
上
の
規
模
で
あ
り

驚
嘆
し
ま
し
た
。
こ
の
水
槽
で
は

六
千
七
百
尾
の
稚
魚
が
元
気
に
泳

い
で
い
ま
し
た
。

　

六
年
生
の
サ
ケ
当
番
が
十
七
名
お
り
飼

育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
受
精
卵
か
ら
二

か
月
程
で
ふ
化
し
、
仔
魚
（
し
ぎ
ょ
）
が

誕
生
し
ま
し
た
。
仔
魚
は
ヨ
ー
ク
サ
ッ
ク

と
よ
ば
れ
る
卵
黄
を
お
腹
に
抱
え
、
卵
黄

を
栄
養
に
し
な
が
ら
静
か
に
成
長
し
ま
す
。

一
説
に
よ
る
と
、
水
温
の
積
算
温
度
（
一

日
の
平
均
温
度
を
合
計
し
た
も
の
）
が
四

百
八
十
℃
を
超
え
る
と
ふ
化
し
、
さ
ら
に

四
百
八
十
℃
を
超
え
る
と
仔
魚
か
ら
稚
魚

へ
と
成
長
し
ま
す
。
サ
ケ
の
稚
魚
飼
育
に

は
、
き
れ
い
な
水
と
一
定
程
度
の
水
温
が

な
け
れ
ば
育
た
な
い
た
め
、
学
校
で
は
、

地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
、
温
度
管
理
、
水

質
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

稚
魚
の
大
き
さ
は
三
㎝
～
四
㎝
、
体
重

〇
・
四
ｇ
程
で
す
。
生
ま
れ
た
川
か
ら
海

に
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
約
八
㎝
ほ
ど
の
大

き
さ
と
な
り
、
そ
れ
が
川
へ
帰
っ
て
来
る

頃
に
は
平
均
七
十
㎝
、
三
㎏
程
と
な
り
ま

す
。
こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
時
に
は
す

で
に
放
流
さ
れ
、
大
海
原
へ
泳
ぎ
出
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

西
荒
瀬
小
学
校
は
、
山
形
県
よ
り
、
鮭

の
採
卵
か
ら
放
流
ま
で
の
一
連
の
活
動
を

通
し
て
河
川
環
境
保
全
の
重
要
性
や
命
の

尊
さ
を
学
ぶ
取
組
を
四
十
二
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
継
続
す
る
な
ど
環
境
の
保
全

に
あ
た
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
の

十
月
に
山
形
県
か
ら
「
環
境
や
ま
が
た
大

賞
」
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
。

（
小
林
）

か
り
で
す
。

　

地
震
大
国
日
本
。
酒
田
と
て
い
つ
大
地

震
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
静
穏
化

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
解
放
さ
れ
て
い
な
い
沖

合
の
空
白
域
。
東
縁
部
に
は
活
断
層
も
あ

り
ま
す
。
避
難
袋
の
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
か
ら
、
仕
事
先
か
ら
の
避
難
先
な
ど

も
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
季
節
は
暖
か
く
な
り
、
色
々
な

施
設
で
雛
人
形
展
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
成
長
を
祝
い
な
が
ら
、
穏
や
か
な

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
山　

専
一
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編
集
後
記

西荒瀬小学校西荒瀬小学校のの鮭体験学習鮭体験学習●●2

10/25サケの採捕10/25サケの採捕

2/15サケ研究室2/15サケ研究室

2/15成長した稚魚(右)、2/15成長した稚魚(右)、
水槽の稚魚への餌やり(下)水槽の稚魚への餌やり(下)

S58.3に放流、S61.11に採捕した日向川の鮭S58.3に放流、S61.11に採捕した日向川の鮭
（脂鰭カットでわかる）（脂鰭カットでわかる）
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